
【JSPO資格更新研修：4年に1度以上】

通知

スポ−ツ少年団指導者制度について

【スポ少へ指導者登録が可能な者】
 ・JSPO公認スポーツ指導者資格保有者
 ・JFA公認C級・JBA公認C級コーチ以上の資格保有者
【スポ少の理念を学んだ者】
 ・スタートコーチ（ジュニア・ユース）資格保有者
 ・令和元（2019）年度にスポ少認定育成員・認定員登録者
  ＞スタートコーチ・インストラクター、コーチングアシスタント
   へ移行手続き完了することで登録可能
 ・シニア・リーダー資格保有者（継続登録）
  ＞スタートコーチ（ジュニア・ユース）へ移行手続き完了する
   ことで登録可能

大分県スポーツ少年団指導者更新研修制度（県独自制度）について
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【大分県独自更新研修：2年に1度以上】
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【大分県スポ−ツ協会（県本部）主催】
県指導者・スタッフ研修会、ガバナンス研修会
【各ブロック（市町村本部）主催】
 地域内指導者・スタッフ研修会の他、県本部が認める研修会
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大分県スポ－ツ少年団登録規定

第１ 条 こ の規定は、 公益財団法人大分県スボ－ツ協会大分県スポ－ツ少年団設置規定第４ 章第６

条に基づき 、 スポ－ツ少年団・ 団員・ 指導者・ 役員およびスタ ッ フの登録に関するこ と につ

いて定める。

第２ 条 登録は、 公益財団法人大分県スポ－ツ協会大分県スポ－ツ少年団設置規定第２ 章の目的に

のっと り 、 大分県スポ－ツ少年団に加入するこ と を目的と し て行う も のと する。

第３ 条 登録は、 大分県スポ－ツ少年団が別に定める要件を具備したも のをも って、 市町村スポ－

ツ少年団を通じ 、 大分県スポ－ツ少年団へ、 各スポ－ツ少年団単位で申請する。

２ 前項の登録にあたっては、 市町村スポ－ツ少年団、 大分県スポ－ツ少年団及び日本スポ－

ツ少年団がそれぞれ別に定める登録料を納めるも のと する。

第４ 条 登録の有効期間は、 登録の認定を受けた日から 、 その年度末日までと し 、 年度ごと にこ れ

を更新する。 更新の方法は前条に定めると こ ろによる 。

第５ 条 大分県スポ－ツ少年団は、 第３ 条の定めによ り 登録を行ったも のに対し 、 日本スポ－ツ少

年団の認定を受け、 所定の認定を行う 。

第６ 条 登録の認定を受けた少年団登録者が、 公益財団法人日本スポ－ツ協会倫理規定第４ 条に違

反する行為を行った疑いがある と き 、 別に定める 「 スポ－ツ少年団登録者処分基準」 に基づ

き対応を行う も のと する 。

２ 前項の対応を行った結果、 当該少年団登録者の違反行為が明ら かと なり 、 処分を行う 必要が

ある と 判断さ れた場合、 当該少年団登録者を処分するものと する。

第７ 条 こ の規定に定めるほか、 登録に関し て必要な事項は、 大分県スポ－ツ少年団常任委員会の

承認を得て変更するこ と ができる 。

附 則 こ の規定は令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。
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大分県スポ－ツ少年団登録規定施行細則

第１ 条 この細則は、大分県スポ－ツ少年団登録規定第３ 条及び第５ 条に関する事項について定める。

第２ 条 大分県スポ－ツ少年団登録規定第３ 条に関しては、 次の通り と する。

１ 登録区分は、単位スポ－ツ少年団においてスポーツをするこ と が主な活動である場合は「 団員」、

スポーツを指導するこ と が主な活動で公認スポーツ指導者資格を保有する場合は「 指導者」、 単

位スポ－ツ少年団の取り まと め等が主な活動の場合は「 役員」、 育成母集団などの単位スポ－ツ

少年団活動の運営やサポート が主な活動の場合は「 スタッ フ」 と し 、 スポーツ少年団活動を行

う 者は、 これらのいずれかに必ず登録するものと する。

２ 単位スポ－ツ少年団は原則と して団員１ ０ 名以上と 指導者２ 名以上で構成される。 また、

２ ０ 歳以上の指導者、 役員またはスタッ フ ２ 名以上の登録を必須と する。 なお、 指導者は少

なく と も ２ 名以上をスポーツ少年団の理念を学んだ者〔 令和元年度にスポーツ少年団認定育

成員・ 認定員の資格を保有していた者またはスタート コーチ（ スポーツ少年団） 資格保有者〕

と しなければならない。

３ 指導者、 役員またはスタッ フのう ち１ 名を代表者と する。 なお、 ２ 団以上の代表者を兼ねるこ

と はできない。

４ 新規登録単位スポーツ少年団については、 初年度に限り スポーツ少年団の理念を学んだ者を必

置と せず、 ２ ０ 歳以上の指導者、 役員またはスタッ フが２ 名以上登録していればよいものと す

る。 ただし 、 そのう ち少なく と も ２ 名が年度内にスタート コーチ（ スポーツ少年団） 養成講習

会を受講する必要がある。

５ 団員は、 登録する年の４ 月１ 日現在満３ 歳以上と する。 ただし、 満３ 歳以上の小学生未満の者

については、 単位スポ－ツ少年団の活動内容・ 受入体制や当該者の体力・ 運動能力等を充分に

考慮し、 個別に対応するものと する

６ 指導者は、 登録する年の４ 月１ 日現在満１ ８ 歳以上で、 公益財団法人日本スポーツ協会公認ス

ポーツ指導者資格保有者と する。 なお、 未登録指導者の指導についてはこれを認めない。

単位スポ－ツ少年団での未登録指導者の指導が確認された場合には、 市町村スポ－ツ少年団が

当該単位団に対して団活動停止等の処分を行う こ と ができる。

７ 指導者は、２ 年に１ 回以上、大分県スポ－ツ少年団が指定する研修を受講しなければならない。

市町村スポ－ツ少年団は、 指導者の登録更新事務を行う 際、 大分県スポ－ツ少年団がと り まと

めた指定研修受講者名簿を基に登録認定を行う 。

８ 大分県スポーツ少年団では、 令和２ ～５ 年度までの移行期の特別措置を活用し 、 令和元年度ま

でに認定員の資格を有していた者は、 原則と して令和５ 年度までは「 スポーツリ ーダー」 資格

で指導者登録するこ と を認める。 ただし 、 令和６ 年度以降も指導者登録する場合には、 令和５

年１ １ 月までに「 コーチングアシスタント 」 資格への移行手続きを行わなければならない。

９ 単位スポ－ツ少年団の登録あたっては、 スポ－ツ少年団登録システムを用いて、 毎年４ 月１ 日

から ７ 月３ １ 日までの期間中に、 所属する市町村スポ－ツ少年団に申請するものと する。
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10 市町村スポーツ少年団は、 上記手続きを経た単位スポーツ少年団をと り まと め、 ８ 月３ １ 日ま

での期間中に大分県スポーツ少年団に登録申請の届出を行う 。 また、 市町村スポーツ少年団所

属の役員およびスタッ フの登録も同時に行う ものと する。

11 大分県スポーツ少年団は、 市町村スポーツ少年団から届出のあった申請をと り まと め、 ９ 月

３ ０ 日までに日本スポーツ少年団に登録申請の届出を行う 。 また、 大分県スポーツ少年団所属

の役員およびスタッ フの登録も同時に行う ものと する。

12 大分県スポ－ツ少年団への登録料は、 毎年、 常任委員会にて別途定める。

第３ 条 大分県スポ－ツ少年団登録規定第５ 条に関しては、 次の通り と する。

１ 新規登録単位スポーツ少年団については、 団認定証と 認定リ ボンを交付すると と もに、 情報誌

「 Sport Japan」 を送付する。 また、 単位スポーツ少年団旗を保持しなければならない。

２ 更新登録単位スポーツ少年団については、認定リ ボンを交付すると と もに、情報誌「 Sport Japan」

を送付する。

３ 団員については、 団員章を交付する。

４ 指導者については、 指導者章を交付する。

５ 役員およびスタッ フについては、 登録証を交付する。

第４ 条 前条による認定を受けた単位スポーツ少年団、 団員、 指導者、 役員およびスタッ フは、 市

町村スポーツ少年団、 大分県スポーツ少年団、 日本スポーツ少年団が実施する諸活動に参加

する権利を有すると 共に、 日本スポーツ少年団の制定する標章等の使用(営利目的での使用を

除く )を認められる。

第５ 条 登録者の個人情報は、 公益財団法人日本スポーツ協会個人情報保護方針に基づき、 日本スポ

ーツ少年団、 大分県スポーツ少年団、 市町村スポーツ少年団にて共同利用する。 その他、 個人

情報の取り 扱いの詳細については、 日本スポ－ツ少年団が別途定める 「 スポ－ツ少年団登録者

個人情報の取り 扱い」 に準じる。

第６ 条 この細則は、 常任委員会の議決によって変更するこ と ができる。

附 則 この細則は、 令和２ 年４ 月１ 日から施行する。


